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【事前活動】
「研修員が担当している地域の地理的条件(気象条件や土地の利用形態)、牛の飼養管理・乳肉
生産の現状および課題」、また「所属組織での担当業務とその課題」を整理したインセプショ
ンレポートの作成

【本邦活動】
以下の内容の講義、実習、視察、討議を行う。
　1.　繁殖管理（繁殖管理の基礎、人工授精、繁殖検診見学）
　2.　飼料・栄養管理(飼料生産、地域未利用資源の飼料化、家畜の栄養状態診断,環境と家畜
生産)
　3.　乳生産技術の改善（乳房炎予防、生乳の衛生管理、乳製品加工場視察）
　4.　肉生産技術の改善（乳用雄牛/廃用牛の肉利用、肉質評価）
　5.　帰国後の具体的な普及計画を含むインテリムレポートの作成

【事後活動】
帰国報告会の開催、本邦で策定した普及計画の組織内承認を得て、実施する。
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【案件目標】
地域資源を活用した乳肉生産のための牛の飼養管理技術について指導的な役割を担う人材が育
成される。

【成果】
　1.　牛の繁殖生理の基本を理解し、1年1産を目標とした牛の繁殖管理について説明できる
　2.　地域資源を利活用した飼料生産、乳および肉生産のための栄養管理、さらに環境要因と
家畜生産との関連について説明できる
　3.　乳房炎対策や乳の衛生管理など衛生的乳質改善について説明ができる
　4.　乳用雄子牛や経産牛肥育を中心とした効率的な肉生産について説明ができる
　5.　地域資源に基づいた持続的な乳肉生産のための、牛の飼養管理技術に関する普及計画を
策定できる
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【対象組織】
農業省、改良普及センター、大学等

【対象人材】
1. 酪農分野の技術指導者、普及員、研究
者および獣医（現場普及員もしくは専門技
術員が望ましい）
2. 実務経験年数3年以上の者
3. 大学卒あるいは同等の学力を有する者

対象組織／人材

地域資源に基づいた乳肉生産のための牛の飼養管理
Cattle Management for Milk and Meat Production Using Regional Resources
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対象国の条件：

副分野課題：

途上国において農民に対して指導的立場にある技術指導者・普及員・獣医等を対象として、牛を中心とした家畜の飼養管理技術を習得させ
ることにより、農民への技術普及を図る。地域資源の利活用による飼料資源の確保、乳生産の量的・質的改善や効率的な肉生産技術の向上
により、主として酪農・畜産業で生計を立てている農家の収入増加を図り、貧困削減に貢献する。
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